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第 161号（3） 諸塚村議会だより 令和 元年５月 （2）第 161号諸塚村議会だより令和 元年５月

　安倍内閣は、アベノミクスの第二ステージ「新3本の矢」そして「一億総活躍社会」
を目指して財政政策に取り組んだ結果、緩やかに景気の回復基調が続いていたが、
ここにきて、対外的には米中貿易摩擦、英国のEU離脱問題等に起因し、景気の動向
指数が下がりつつあり、我が国経済の先行きに不安を与える状況にある。また、地
方創生が始まり4年を超えたにもかかわらず、東京一極集中は加速し、地方の人口
減少は深刻な問題となっており、その対策が急がれる。
　そのような中、平成31年度当初予算は、本年4月に統一地方選挙が執行されるこ
とから、義務的経費や継続事業等を中心とした骨格予算となっており、突出した予
算計上はないが、一般会計当初予算は28億9,700万円で、対前年度比1億300万円
（3.43％）の減額予算となっている。
　本村を取り巻く情勢は、人口減少に因る労働力不足、少子高齢化等、依然として
厳しい状況ではあるが、森林環境譲与税の導入は朗報である。
　今後は、「諸塚村人口ビジョン・総合戦略」に基づき、村民の視点に立ったきめ細
やかな施策を、更に推進することを期待し総括意見とする。

総括意見

個別意見
1．人口減少に因る労働力不足への取り組み
2．医療福祉を担う人材の確保
3．自然災害への事前対策の徹底

28億9千7百万円（当初予算）

（前年度 30億円　比較 1億3百万円減）

予算審査 予算審査

議会費 総務費 民生費 衛生費 農林水産費

商工費 土木費 消防費 教育費 災害復旧費

予備費 公債費

4,600万円 4億7,100万円 3億8,900万円 1億4,600万円 7億8,600万円

3,400万円 2億5,100万円 2,800万円 2億4,300万円 900万円

1,000万円 3億600万円

単位：千円

特　別　会　計
会 計 名

国 民 健 康 保 険
後 期 高 齢 者 医 療
介 護 保 険
簡 易 水 道 事 業
公 共 下 水 道 事 業
診 療 所 事 業
発 電 事 業

特別会計合計

予 算 額
337,207
31,450
268,500
28,733
18,387
363,000
4,325

1,051,602

平成31年度一般会計予算
平成31年　第1回定例会



第 161号（5） 諸塚村議会だより （4）第 161号諸塚村議会だより

我
が
国
経
済
は
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス

の
取
組
み
の
下
、
緩
や
か
な
回

復
基
調
が
続
い
て
い
る
が
、
そ

の
一
方
で
海
外
の
政
治
経
済
は

混
迷
を
深
め
て
お
り
不
安
定
さ

を
増
し
て
い
る
。

予
算
編
成
の
背
景
と
な
る
国
の

基
本
方
針
と
そ
の
概
要
は
、
地

方
財
政
に
つ
い
て
地
方
の
安
定

的
な
財
政
運
営
に
必
要
と
な
る

一
般
財
源
は
、
平
成
２
８
年
度

の
水
準
を
下
回
ら
な
い
よ
う
実

質
同
水
準
を
確
保
す
る
こ
と
と

さ
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
を
踏

ま
え
た
平
成
２
９
年
度
の
地
方

交
付
税
交
付
金
は
、
前
年
度
当

初
予
算
に
対
し
て
３,

７
０
５

億
円
減
の
１
６
兆
３,

２
９
８

億
円
を
確
保
し
、
臨
時
財
政
対

策
債
を
前
年
度
比
３
４
億
円
増

額
し
４
兆
円
と
す
る
こ
と
で
、

前
年
度
並
み
の
予
算
を
確
保
し

て
い
る
。

以
上
の
こ
と
を
前
提
に
編
成
さ

れ
た
諸
塚
村
の
平
成
２
９
年
度

一
般
会
計
当
初
予
算
は
、
３
０

億
８,

３
０
０
万
円
で
、
対
前

年
度
比
２,

５
０
０
万
円
の
増

我
が
国
経
済
は
ア
ベ
ノ
ミ
ク

ス
の
取
組
み
の
下
、
緩
や
か

な
回
復
基
調
が
続
い
て
い
る

が
、
そ
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一
方
で
海
外
の
政

治
経
済
は
混
迷
を
深
め
て
お

り
不
安
定
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を
増
し
て
い

る
。

予
算
編
成
の
背
景
と
な
る
国

の
基
本
方
針
と
そ
の
概
要

は
、
地
方
財
政
に
つ
い
て
地

方
の
安
定
的
な
財
政
運
営
に

必
要
と
な
る
一
般
財
源
は
、

平
成
28
年
度
の
水
準
を
下
回

ら
な
い
よ
う
実
質
同
水
準
を

確
保
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い

る
。
こ
の
こ
と
を
踏
ま
え
た

平
成
29
年
度
の
地
方
交
付
税

交
付
金
は
、
前
年
度
当
初
予

算
に
対
し
て
３,
７
０
５
億
円

減
の
16
兆
３,
２
９
８
億
円
を

確
保
し
、
臨
時
財
政
対
策
債

を
前
年
度
比
34
億
円
増
額
し

４
兆
円
と
す
る
こ
と
で
、
前

年
度
並
み
の
予
算
を
確
保
し

て
い
る
。

以
上
の
こ
と
を
前
提
に
編
成

さ
れ
た
諸
塚
村
の
平
成
29
年

度
一
般
会
計
当
初
予
算
は
、

30
億
８,
３
０
０
万
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で
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対

前
年
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比
２,
５
０
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万
円
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算
編
成
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背
景
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な
る
国
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迷
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２
８
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付
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８

億
円
を
確
保
し
、
臨
時
財
政
対

策
債
を
前
年
度
比
３
４
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す
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の
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田
原
議
員

　
　

今
年
２
月
、
県
に
対
し

行
政
と
共
に
要
望
活
動
に
同

行
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
昨

年
ま
で
の
前
向
き
な
答
弁
に

比
べ
、
ま
た
ス
タ
ー
ト
に
戻

っ
て

田
原
議
員
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迷
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２
８
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に
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７
０
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億
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１
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兆
３,

２
９
８
億
円

を
確
保
し
、
臨
時
財
政
対
策
債

を
前
年
度
比
３
４
億
円
増
額
し

４
兆
円
と
す
る
こ
と
で
、
前
年

度
並
み
の
予
算
を
確
保
し
て
い

る
。

以
上
の
こ
と
を
前
提
に
編
成
さ

れ
た
諸
塚
村
の
平
成
２
９
年
度

一
般
会
計
当
初
予
算
は
、
３
０

億
８,

３
０
０
万
円
で
、
対
前
年

度
比
２,

５
０
０
万
円
の
増
と
な

一

質
般

問
今
回
四
名
の
議
員
が
質
問
を
し
ま
し
た
。

①
椎
原
橋
な
ら
び
に
九
郎
山
桐
の
塚

公
衆
ト
イ
レ
に
つ
い
て

村
内
の
空
き
家
の
現
状
と
そ
の
対
策
に

つ
い
て

し
い
た
け
の
館
リ
ュ
ー
ア
ル
に
伴
う

観
光
協
会
の
移
転
に
つ
い
て

第
二
中
九
州
大
仁
田
山
風
力
発
電
事
業
に
つ
い
て

28行×12文字　6段組 28行×12文字　5段組
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問　

　
答

医
師
確
保
に
つ
い
て

②
県
外
村
人
会
の

活
動
状
況
に
つ
い
て

飯
干
ト
ン
ネ
ル
の
早
期
開
通
に
向
け
た
取
り
組
み
に
つ
い
て

田原　尚美 議員

黒木　重人 議員

中田　政雄 議員

林
業
施
策
に
つ
い
て

椎
茸
産
業
に
つ
い
て

①
人
口
減
少
対
策
に
つ
い
て

②
議
員
報
酬
に
つ

い
て

森
林
環
境
譲
与
税
の

使
途
に
つ
い
て

山本　利夫 議員

岩本　國和 議員

甲斐 教育長

岩本　國和 議員

田
原
議
員

　
　

今
年
２
月
、
県
に
対
し

行
政
と
共
に
要
望
活
動
に
同

行
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
昨

年
ま
で
の
前
向
き
な
答
弁
に

比
べ
、
ま
た
ス
タ
ー
ト
に
戻

っ
て

（
１
人
に
つ
き
6,
0
0
0
円
）

山
本
議
員

問　

人
口
減
少
が
全
国
的
に
大

き
な
問
題
と
な
っ
て
い
る
。
何

ら
か
の
対
策
を
講
じ
な
け
れ

ば
、
人
口
の
現
状
維
持
は
で
き

な
く
、
減
る
ば
か
り
で
あ
る
。

一
つ
の
提
案
と
し
て
、
村
内
の

児
童
・
生
徒
の
学
力
が
優
秀
で

あ
る
こ
と
か
ら
そ
れ
を
利
用
し

て
、
村
外
か
ら
家
族
で
移
住
し

て
い
た
だ
き
、
子
ど
も
は
諸
塚

の
学
校
で
勉
強
し
て
、
親
は
仕

事
に
通
勤
し
て
い
た
だ
く
。
そ

の
よ
う
な
熱
心
な
家
族
を
日
向

市
近
辺
の
市
町
村
か
ら
募
集
し

た
ら
ど
う
か
。

西
川
村
長

答　

高
齢
化
率
の
高
い
諸
塚
村

は
自
然
減
に
よ
る
人
口
減
少
は

今
後
も
続
く
こ
と
が
予
想
さ
れ

る
。
施
策
の
第
一
は
定
住
者
の

転
出
防
止
対
策
で
あ
る
。
そ
の

た
め
に
若
者
向
け
公
営
住
宅
の

整
備
、
住
ま
い
環
境
整
備
に
よ

る
持
ち
家
改
修
事
業
、
高
校
等

の
奨
学
金
な
ど
に
よ
る
保
護
者

負
担
の
軽
減
策
が
必
要
で
あ

る
。
提
案
の
件
に
つ
き
ま
し
て

は
、
幾
つ
か
の
ハ
ー
ド
ル
が
あ

る
。
ま
ず
住
む
家
の
確
保
、
二

つ
目
に
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

に
参
加
し
て
い
た
だ
け
る
か
。

三
つ
目
に
近
隣
市
町
村
も
児

童
・
生
徒
が
減
少
し
て
い
る
の

で
子
ど
も
の
奪
い
合
い
に
な
る

恐
れ
が
あ
る
。
人
口
減
少
を
止

め
る
の
は
難
し
い
が
、
緩
和
策

の
た
め
に
少
し
で
も
可
能
性
が

あ
る
と
こ
に
は
積
極
的
に
取
り

組
み
た
い
。

山
本
議
員

問　

慎
重
な
中
に
も
大
胆
な
こ

と
も
必
要
で
あ
る
。
移
住
の
た

め
の
住
宅
が
、
利
便
性
の
高
い

と
こ
ろ
に
幾
つ
か
必
要
で
あ

る
。
募
集
に
つ
い
て
は
、
日
向

市
及
び
近
隣
町
村
、
そ
れ
に
県

職
員
も
可
能
性
が
あ
る
。

西
川
村
長

答　

諸
塚
村
は
こ
の
よ
う
な
限

ら
れ
た
土
地
な
の
で
、
公
営
住

宅
を
リ
フ
ォ
ー
ム
し
て
新
築
同

様
に
し
て
生
活
し
て
い
た
だ
け

る
の
で
は
な
い
か
。

甲
斐
教
育
長

答　

教
育
委
員
会
と
し
ま
し
て

も
、
学
校
の
あ
り
方
検
討
会
で

検
討
し
て
い
き
た
い
。
ま
た
、

そ
れ
ぞ
れ
の
学
校
の
保
護
者
、

地
域
の
方
々
の
ご
意
見
を
伺
い

な
が
ら
取
り
組
ん
で
い
き
た

い
。

山
本
議
員

問　

諸
塚
村
の
議
員
の
報
酬
は

県
内
17
町
村
中
一
番
低
い
の
が

現
状
で
あ
る
。
子
育
て
中
の
方

は
経
費
的
に
無
理
が
あ
り
、
自

然
と
高
齢
の
方
ば
か
り
に
な
っ

て
い
る
。
議
員
の
な
り
手
不
足

を
解
消
す
る
た
め
に
は
報
酬
を

あ
げ
る
の
も
一
つ
の
方
法
で
は

な
い
か
。

西
川
村
長

答　

議
員
の
報
酬
に
つ
い
て
は

平
成
17
年
度
か
ら
改
定
は
行
わ

れ
て
い
な
く
、
我
々
特
別
職
に

つ
い
て
も
平
成
22
年
度
ま
で
減

額
改
定
を
し
て
今
日
に
至
っ
て

い
る
。
改
定
が
行
わ
れ
な
か
っ

た
背
景
と
し
て
は
、
本
村
が
合

併
の
道
を
選
ば
ず
自
立
の
道
を

選
ん
だ
こ
と
。
平
成
16
・
17
年

に
相
次
い
で
襲
来
し
た
台
風
に

よ
る
未
曽
有
の
大
災
害
が
あ

る
。
こ
の
程
、
特
別
職
報
酬
等

審
議
会
を
開
催
し
答
申
を
い
た

だ
い
た
。

山
本
議
員

問　

答
申
の
結
果
は
、
厳
し
い

な
と
の
思
い
で
あ
る
。
前
回
は

無
投
票
で
し
た
が
、
今
回
は
幸

い
な
こ
と
に
選
挙
が
あ
る
よ
う

な
の
で
よ
か
っ
た
と
思
う
。

近
々
ま
た
特
別
職
報
酬
等
審
議

会
を
開
催
し
て
ほ
し
い
も
の
で

あ
る
。
我
々
議
員
と
し
て
も
、

要
求
す
る
ば
か
り
で
な
く
、
議

員
と
し
て
の
資
質
の
向
上
を
図

ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
う
。

西
川
村
長

答　

せ
め
て
2
年
か
ら
3
年
に

一
回
は
報
酬
等
審
議
会
を
開
催

し
な
が
ら
、
現
在
の
人
口
減
少

社
会
の
中
、
議
員
の
な
り
手
不

足
も
あ
り
、
村
全
体
、
人
材
不

足
が
深
刻
化
し
て
い
く
の
で
、

財
政
事
情
も
勘
案
し
、
村
民
の

理
解
を
得
な
が
ら
進
め
て
い
き

た
い
。

岩
本
議
員

問　

人
口
減
少
、
少
子
化
が
進

ん
で
い
る
中
、
平
成
31
年
度
か

ら
譲
与
決
定
し
た
森
林
環
境
譲

与
税
を
ど
の
よ
う
に
活
用
し
て

い
く
の
か
答
弁
を
求
め
る
。

西
川
村
長

答　

森
林
環
境
税
は
、
2
0
2
4

年
度
か
ら
課
税
さ
れ
、
森
林
環

境
譲
与
税
は
、
来
年
か
ら
前
倒

し
で
本
村
に
は
2,
5
0
0
万

円
が
交
付
さ
れ
る
。
徐
々
に
増

額
さ
れ
、
2
0
3
2
年
度
に
は
、

8,
5
0
0
万
円
が
支
給
さ
れ

る
見
込
み
。
林
業
担
い
手
対
策

事
業
と
し
て
社
会
保
険
、
年
末

一
時
金
の
一
部
助
成
、
安
全
装

備
の
助
成
、
林
業
大
学
校
へ
の

通
学
助
成
、
林
地
台
帳
整
備
、

森
林
認
証
審
査
経
費
と
い
っ
た

五
つ
の
事
業
で
山
に
還
元
す
る

こ
と
を
考
え
て
い
る
。

答
問

以
外
に
道
は

黒
木
議
員

問　

椎
原
橋
ト
イ
レ
は
平
成
9

年
に
県
が
設
置
、
諸
塚
村
に
管

理
委
託
さ
れ
清
掃
管
理
を
近
く

の
民
間
に
委
託
管
理
し
て
い

る
、
利
用
頻
度
が
き
わ
め
て
高

く
利
用
者
か
ら「
古
い
、
汚
い
、

暗
い
」の
苦
情
も
多
い
。
塚
原

発
電
所
建
屋
の
保
存
が
あ
る

が
、
そ
の
場
所
へ
の
移
転
は
で

き
な
い
か
、
ま
た
で
き
な
い
の

で
あ
れ
ば
、
早
期
の
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
を
願
い
た
い
、
ま
た
桐
の

塚
の
ト
イ
レ
等
は
ま
だ
存
続
す

る
の
か
伺
う
。

西
川
村
長

答　

椎
原
橋
ト
イ
レ
は
建
設
か

ら
20
年
が
経
過
し
老
朽
化
し
て

い
る
。
2
度
の
水
害
等
で
の
更

新
を
し
て
い
た
が
、
来
年
度
当

初
予
算
で
洋
式
化
を
含
め
た
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
を
す
る
。
ま
た
、

桐
の
塚
や
猿
越
公
園
の
ト
イ
レ

に
つ
い
て
は
全
村
森
林
公
園
化

構
想
の
一
環
と
し
て
重
要
な
地

点
に
あ
り
、
継
続
保
存
と
す
る
。

黒
木
議
員

問　

県
内
の
三
地
区
村
人
会

は
、
定
期
的
に
活
動
を
行
っ
て

諸
塚
村
と
の
交
流
も
盛
ん
だ

が
、
高
齢
化
の
影
響
で
2
世
、

3
世
の
後
継
者
が
減
少
し
つ
つ

あ
る
。
村
の
人
口
減
少
や
移
住

定
住
を
含
め
た
、
県
外
の
村
人

会
組
織
へ
働
き
か
け
て
、
村
へ

の
郷
愁
と
故
郷
へ
の
想
い
を
直

接
話
す
機
会
を
持
つ
べ
き
で
は

な
い
か
。

西
川
村
長

答　

関
西
地
区
諸
塚
村
人
会
は

平
成
4
年
と
平
成
6
年
に
開

催
、
そ
の
後
の
開
催
記
録
は
な

い
。
首
都
圏
諸
塚
ふ
る
さ
と
会

は
平
成
以
降
十
数
回
開
催
さ
れ

た
が
平
成
18
年
を
最
後
に
開
催

さ
れ
て
い
な
い
。
村
と
し
て
も

諸
塚
村
総
合
戦
略
の
コ
ン
セ
プ

ト
で
あ
る「
縁
を
紡
ぐ
互
縁
社

会
の
構
築
が
真
の
価
値
を
生

む
」関
係
人
口
の
拡
大
に
努
め

村
民
あ
げ
て
、「
首
都
圏
諸
塚

ふ
る
さ
と
会
」の
基
礎
作
り
を

進
め
た
い
と
思
い
、
当
初
予
算

に
経
費
の
一
部
を
計
上
し
た
。

中
田
議
員

問　

空
き
家
が
増
え
た
こ
と

で
、
国
策
と
し
て
、
空
き
家
対

策
を
進
め
る
必
要
性
が
高
ま

り
、
特
別
措
置
法
が
制
定
さ
れ

た
。
市
町
村
の
空
き
家
対
策
に

法
的
根
拠
を
与
え
た
が
、
現
時

点
で
の
空
き
家
の
状
況
は
ど
の

よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か
、
把

握
の
内
容
と
そ
れ
を
踏
ま
え
て

の
対
策
に
つ
い
て
伺
う
。

西
川
村
長

答　

平
成
28
年
度
に
行
っ
た
住

宅
の
全
棟
調
査
の
結
果
、
空
き

家
が
84
戸
あ
る
が
、
詳
細
な
状

態
は
確
認
し
て
い
な
い
。
活
用

の
可
能
性
の
あ
る
も
の
が
14
戸

あ
る
。
空
き
家
に
関
す
る
対
策

を
総
合
的
か
つ
計
画
的
に
実
施

し
て
い
く
た
め
に
も
、
諸
塚
村

空
き
家
等
対
策
計
画
を
早
急
に

作
成
す
る
必
要
が
あ
る
。

中
田
議
員

問　

特
別
措
置
法
で
は
、
民
間

団
体
も
含
め
て
、
個
人
の
空
き

家
へ
の
調
査
は
で
き
な
い
。
行

政
の
関
わ
り
が
必
要
で
あ
る
。

西
川
村
長

答　

本
当
に
悩
ま
し
く
、
難
し

い
部
分
を
抱
え
た
問
題
・
課
題

で
あ
る
が
、
解
決
に
努
め
て
い

き
た
い
。

西川村長

令和 元年５月 令和 元年５月
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そ
こ
が
聞
き
た
い

（質疑）
④国道503号整備促進、飯干トンネ
　ル早期着工について
　年1回開催の決起大会、県への要望活動

により八重の平工区の完成、宮之元改良工

区の決定を喜んでいる。今後の取組みは。

答弁
　決起大会だけでなく、国県への要望活動

は継続していく。公明党幹部との新春懇談

会にも国道503号のことを取り上げてもら

った。日向市・県議も国道503号の必要性

を認識、支援連携をもらっている。県の財

政事情により、トンネルに着手すれば、途

中で止めるわけにいかず、膨大な財源を必

要とするため、道路改良が優先される。
（質疑）

　国に陳情した際に、県への働きかけも効

果があると言われた。文化経済、命の道、

防災の道として、行政だけでなく住民を巻

き込んだ陳情が必要とされる。待ちの姿勢

でなく、攻める姿勢が必要

答弁
　住民に過重の負担をかけることなく、攻

めることも大事だが、緩急のテクニックも

求められる。
（質疑）

　議会と行政が一体になって要望すること

を切望

（質疑）
⑤せせらぎの里の人材不足について
　人材不足の問題は、地方はより深刻。生

活支援ハウスの再開についての計画は。

答弁
　委託料750万円を計上、一刻も早く復旧

したい思いであるが、本体施設の人材確保

が優先される。奨学金救済制度や支援金制

度が浸透し1名の雇用が決定したが、生活

支援ハウスへのシフトの見通しは立たな

い。
（質疑）

　福祉関係の学校からのインターンシップ

制度はないのか。

答弁
　医学生等研修支援事業として予算を確保

している。県立看護大学、九保大から派遣

されている。
（質疑）

　介護に限定せず、幅広く応募を

答弁
　介護職員の確保に努めていく。

答弁
　学生の意向を尊重しながら、カリキュラ

ムは自由選択としている。

（質疑）
⑥バイオマス施設・森林組合大径木
　工場について
　バイオマス発電の成功事例は全国でも2

割、慎重に取り組む必要がある。大径木工

場の建設には、人材不足、敷地不足、材の

安定供給に不安がある。中国木材の厚い壁

や北郷、諸塚、椎葉に存する加工場の併存

に懸念

答弁
　バイオマス発電については、研究を優先

し、慎重に取り組むべきである。小規模な

木材加工場については、淘汰されることは

予想されるが、小規模なりの特性を生かし

た研究議論が必要である。
（質疑）

　試算決算を充分に考慮し慎重な取り組み

が必要である。

そ
こ
が
聞
き
た
い

歳入歳出予算に対する
質疑応答 （総括質疑）

歳入歳出予算に対する
質疑応答 （総括質疑）

歳入歳出予算に対する
質疑応答 （総括質疑）

答弁
　3戸以上の場合は、無償で貸し付けてい

る。個人の場合は、通常どおり3割負担とな

る。説明が不十分であったと反省している

が、同一公民館程度の飛び地でも補助対象

となる。

（質疑）
③畜産センターの堆肥処理について
　先に堆肥処理についての一般質問が出さ

れたことに対して、予算書を見る限り、対

応が見られないが。

答弁
　畜産センター、農協といった関係団体と

も協議している。早急に設備関係に手を加

えるのは難しい。北郷の堆肥処理施設も満

杯で地元優先となっている。村内消費を優

先する以外にない。

（質疑）
　議員になってから継続して質問している

が、真剣に行政が考えているか疑問に思っ

ている。畜産農家の一番の悩みは堆肥処理

であり、村内消費の増大は見込めず行政の

支援が必要である。

答弁
　堆肥施設が満杯の状態にあるのは確認し

ている。一自治体だけの問題ではなく、県

への要望や努力は常日ごろ行っている。

（質疑）
①乾椎茸価格安定基金について
　昨年の秋子の豊作、乾椎茸の売れ行き不

振により平均価格が2,500円程度に下がっ

ている。村単独による乾椎茸価格安定基金

の創設を検討しては。

答弁
　椎茸価格の低迷による生産意欲の減退、

植菌量の減少を危惧している。安定的な価

格が維持できるよう、最低保証的な制度の

必要性は感じているが、膨大な財源を必要

とするため難しく、村単独で実施するしか

ない。

（質疑）
　椎茸振興基金の残高が6千百万円ある

が、ここ数年は動きがない。安定基金の創

設には、生産者からの積立も必要であろう。

村の四大基幹産業である椎茸の生産者の不

安を払拭するためにも基金創設は必要で

は。

答弁
　研究課題とする。

（質疑）
②鳥獣害防護柵の設置について
　金属メッシュについて受益者数が3戸あ

れば、無償で資材提供を受け自力施行する

ことができるが、1組の場合は、3割負担と

なる。美郷町では、3組いれば場所が離れ

ていても、補助対象となるようだ。同じ国

の補助制度なのに、なぜ本村と取扱が違う

のか、不公平感が出ている。

第 161号 第 161号令和 元年５月 令和 元年５月
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そ
こ
が
聞
き
た
い

歳入歳出予算に対する
質疑応答 （総括質疑）

（質疑）
　消防団
　消防団員の定年延長と再入団の進捗状況
は？
答弁
　消防団員

（質疑）
　消防団
　消防団員の定年延長と再入団の進捗状況
は？

（質疑）
　消防団
　消防団員の定年延長と再入団の進捗状況
は？

（質疑）
　消防団
　消防団員の定年延長と再入団の進捗状況
は？

所
管
事
務
調
査
報
告

総
務
・
産
業
建
設
常
任
委
員
会

と
な
り
、
介
護
は
誰
も
が
避

け
て
通
る
こ
と
が
で
き
な
い

も
の
で
あ
る
。
人
間
同
士
が

感
情
を
持
ち
、
そ
れ
が
入
り

混
じ
っ
た
職
場
で
介
護
さ
れ

る
側
も
そ
れ
に
あ
た
る
側
も

相
方
が
笑
顔
の
絶
え
な
い
施

設
で
あ
り
、
労
働
環
境
の
改

善
も
含
め
た
、
よ
り
一
層
の

努
力
の
必
要
性
を
強
く
感
じ

た
次
第
で
あ
る
。

平
成
31
年
2
月
25
日
実
施

　

昨
年
か
ら
の
調
査
事
項
で

あ
っ
た
が
、
視
察
先
が
、
特
別

養
護
老
人
ホ
ー
ム
で
あ
っ
た

た
め
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
流

行
と
そ
の
感
染
の
配
慮
か
ら
、

役
場
住
民
福
祉
課
を
通
じ
て
、

日
程
調
整
の
結
果
、
せ
せ
ら

ぎ
の
里
の
名
和
施
設
長
に
役

場
の
方
ま
で
来
て
い
た
だ
き
、

講
話
形
式
で
の
勉
強
会
と
い

う
趣
で
実
施
を
し
た
。

　

施
設
長
か
ら
は
早
い
う
ち

に
、
全
委
員
に
1
0
0
ペ
ー

ジ
以
上
に
も
な
る
資
料
を
提

供
し
て
も
ら
っ
て
お
り
、
予

備
知
識
の
た
め
の
予
習
に
も

な
り
、
大
変
あ
り
が
た
く
感

じ
た
。
そ
の
内
容
と
し
て
、

今
日
の
労
働
力
不
足
も
含
め

た
地
方
の
少
子
高
齢
化
は
、

1
5
0
年
前
の
明
治
維
新
の

政
策
に
よ
り
、
富
国
強
兵
、
殖

産
興
業
へ
の
大
転
換
に
よ
っ

て
、
農
村
か
ら
都
会
へ
の
人

口
移
動
を
起
こ
し
た
こ
と
に

端
を
発
し
産
業
構
造
の
変
化

や
家
族
構
成
の
変
化
と
な
り
、

今
で
も
、
東
京
へ
の
一
極
集

中
に
歯
止
め
が
か
け
ら
れ
な

い
状
況
に
あ
る
。
そ
う
い
っ

た
中
で
、
介
護
福
祉
の
規
定

や
そ
れ
に
伴
う
法
律
の
制
定

が
行
わ
れ
て
き
た
と
こ
ろ
で

あ
る
が
、
介
護
の
歴
史
は
福

祉
法
の
制
定
が
55
年
前
で
あ

り
、
寮
母
職
と
言
わ
れ
て
か

ら
、
国
家
資
格
と
し
て
社
会

福
祉
士
、
介
護
福
祉
士
と
し

て
格
付
け
が
な
さ
れ
た
の
は

31
年
前
で
あ
る
。
介
護
保
険

制
度
が
施
行
さ
れ
た
の
が
、

19
年
前
の
2
0
0
0
年
で

2
0
0
7
年
の
法
改
正
で
介

護
福
祉
士
の
資
格
取
得
の
方

法
の
一
元
化
、
定
義
規
定
、
義

務
規
定
の
見
直
し
が
行
わ
れ

る
な
ど
、
介
護
報
酬
規
定
等

も
含
め
介
護
に
関
す
る
法
の

改
正
は
目
ま
ぐ
る
し
く
変
わ

っ
て
き
て
い
る
。

　

介
護
に
携
わ
る
人
材
の
確

保
に
向
け
た
取
り
組
み
は
、

県
の
社
会
福
祉
協
議
会
で
も

行
っ
て
い
る
。
せ
せ
ら
ぎ
の

里
に
お
い
て
、
現
在
、
夜
勤
10

名
体
制
で
対
応
し
て
い
る
が
、

そ
れ
以
上
の
人
材
確
保
の
手

段
と
し
て
、
諸
塚
独
自
の
「
就

労
支
援
金
制
度
」
や
「
給
付
型

奨
学
金
制
度
」
で
の
地
域
単

位
で
育
て
て
確
保
す
る
長
期

的
な
視
点
に
立
っ
た
取
り
組

み
を
行
っ
て
い
る
。
介
護
職

不
足
を
地
域
課
題
と
捉
え
て
、

行
政
、
施
設
、
村
民
が
一
体
と

な
っ
て
行
動
す
る
必
要
性
へ

の
理
解
と
協
力
を
強
く
求
め

る
と
説
か
れ
て
い
た
。

　

今
後
、
ま
す
ま
す
長
寿
命

水見椎茸団地視察

そ
こ
が
聞
き
た
い

（質疑）
⑦議員報酬について
　現役議員からの質問は勇気がいる。議員

構成として40・50・60代、男女の適正バ

ランスが必要であるが、子育て中の議員に

は特別枠がなければ、立候補するに難しい

部分もある。

答弁
　合併せずに自立を選択した経緯がある

が、若手が立候補する環境づくりが必要。

特別報酬審議会の答申は尊重すべきであ

る。

（質疑）
⑧もろつか未来塾について
　取り組みに期待をしている。内容の説明

を

答弁
　9月議会の付帯決議に社会教育の充実が

出されたことに呼応しての施策。諸塚の将

来を担う人材育成、若者の意見を聞く機会、

異業種間交流の場、社会人としての素養を

身に付けることなどを狙いとする。概ね

45歳までを対象とし、公民館に推薦依頼。

自ら学ぶワークショップ形式としている。

（質疑）
　社会教育が大切である。

第 161号 第 161号令和 元年５月 令和 元年５月

議 会 活 動 報 告

せせらぎの里 役場委員会室 編集委員会

三村議会（黒原を視察）

第73回諸塚村成人式

諸塚村消防出初式

第9回市町村対抗駅伝大会（〜14日）

女性の集い

日向地区村人会

三村議会協議会総会

日向市・東臼杵郡議会議員研修会

広域連合議会運営委員会

町村議会時局講演会

市町村総合事務組合議会定例会

県町村議会議長会役員会

入郷衛生組合議会

広域連合議会定例会

県町村議会議長会定期総会

連合所管事務調査

平成31年第1回定例議会（〜15日）

本会議

予算審査特別委員会

予算審査特別委員会

予算審査特別委員会

予算審査特別委員会（まとめ）

本会議（最終日）

北部広域行政事務組合議会定例会

東臼杵郡議会議長会定期総会

3

6

13

20

24

28

29

30

6

13

14

20

25

6

7

8

11

13

15

27

29

月 日 行　事　名 場　所
中央公民館

村民グラウンド

宮 崎 市

中央公民館

日 向 市

諸 塚 村

日 向 市

日 向 市

高 原 町

宮 崎 市

宮 崎 市

美 郷 町

日 向 市

宮 崎 市

委 員 会 室

議 場

議 場

委 員 会 室

委 員 会 室

委 員 会 室

委 員 会 室

議 場

延 岡 市

日 向 市

1

2

3

市郡議員研修会



諸塚村議会だより

議 会 活 動 報 告

広報編集委員会

林野庁意見交換会

随　

想

随　

想

「
新
年
へ
の
思
い
」

中
田　

政
雄

　

日
本
の
美
し
さ
で
も
あ
る
春
夏
秋
冬

の
四
季
�
そ
の
中
で
春
と
秋
の
期
間
が

短
く
感
じ
る
人
が
多
い
よ
う
で
す
が
�

私
も
そ
の
一
人
で
す
�
去
年
を
振
り
返

�
て
み
て
も
�
急
な
冷
え
込
み
で
体
調

管
理
に
気
を
使
�
た
方
が
多
か
�
た
の

で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
�
そ
の
影
響

か
�
諸
塚
の
山
々
の
紅
葉
は
何
時
に
な

く
色
鮮
や
か
で
沿
道
の
モ
ミ
ジ
も
そ
う

で
し
た
が
�
特
に
ク
ヌ
ギ
や
ナ
ラ
の

木
々
の
色
合
い
が
な
ん
と
も
美
し
く
�

本
村
の
誇
り
で
あ
る
モ
ザ
イ
ク
林
層
を

一
層
際
立
た
せ
て
い
た
よ
う
に
思
い
ま

し
た
�

　

と
こ
ろ
が
�
役
場
か
ら
見
え
る
家
代

と
黒
葛
原
に
か
け
て
の
山
の
一
部
に
目

を
疑
う
か
の
よ
う
な
新
緑
の
所
が
あ
り

ま
し
た
の
で
話
を
聞
く
と
�
な
ん
と
あ

の
ヤ
マ
ダ
カ
レ
ハ
に
よ
る
食
害
で
秋
が

芽
吹
き
に
な
る
と
か
�
な
ん
と
も
凄
い

木
の
生
命
力
に
こ
れ
ま
た
感
銘
を
受
け

た
し
だ
い
で
す
�

　

今
年
も
新
年
を
迎
え
ま
し
た
�
歳
を

取
る
度
�
一
年
が
早
く
過
ぎ
る
気
が
し

ま
す
が
�
樹
木
の
エ
ネ
ル
ギ
�
を
少
し

頂
き
な
が
ら
�
ま
た
こ
の
一
年
を
頑
張

�
て
行
こ
う
と
思
�
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
�

　

新
年
お
め
で
と
う

　
　
　
　
　
ご
ざ
い
ま
す
。

　

平
成
最
後
の
年
の
漢
字
一

文
字
に
“災
”
が
選
ば
れ
ま
し

た
�
振
り
返
�
て
み
ま
す
と

日
本
国
民
全
体
が
災
害
に
苛

ま
れ
た
辛
い
一
年
で
し
た
�

い
よ
い
よ
五
月
か
ら
新
元
号

に
変
わ
る
わ
け
で
す
が
�
新
元

号
一
年
と
な
る
今
年
が
災
害

の
な
い
穏
や
か
な
年
で
あ
り

ま
す
よ
う
に
願
い
た
い
も
の

で
す
�

　

私
た
ち
�
編
集
委
員
も
内
容

の
充
実
し
た
読
み
や
す
い
広

報
紙
づ
く
り
に
一
生
懸
命
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
�
引

き
続
き
ご
愛
読
い
た
だ
き
ま

す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
�

︵
編
集
委
員
︶

　

田
原 

尚
美　

堀　

 

英
博

　

岩
本 

國
和　

山
本 

利
夫

村
内
各
小
学
校
の

編 後集 記

編

後
集

記

編 後集 記

　山粧う秋、十月に入り朝夕ようやく秋の気配が感じられたもの
の、長雨続きで爽やかな秋空が恋しい今日この頃。
　今年、最後の議会だよりが皆様の手元に届く頃には、爽やかな
秋空を期待したいものです。これからも読みやすい広報紙づくり
に努めてまいりますので、引き続きご愛読をよろしくお願いいた
します。

（編集委員）田原尚美　堀　英博　岩本國和　山本利夫

（10）

月 日 行　事　名

入郷地域開発期成同盟会本庁要望活動

地方行政問題協議会・正副議長研修会

九州中央道建設促進地方大会

日向市・東臼杵郡議長連絡会の国県への要望活動

日向市・東臼杵郡議長連絡会の国県への要望活動

議会運営委員会・議会全員協議会

町村議会議長会役員会

国道503号期成同盟会総会・総決起大会

本会議開会（〜15日）

決算審査特別委員会

　　　　〃

全国和牛能力共進会・連合所管事務調査

決算審査特別委員会

決算審査特別委員会（まとめ）

第3回定例議会本会議(最終日）

第３回臨時議会

県議長会臨時総会・議員大会・講演会

三村議会協議会総会・研修会

広域連合議会運営委員会

森林・林業・林産業活性化九州大会

連合所管事務調査

10

10

17

18

23

31

1

5

6

7

8

10〜12

13

14

15

6

12

20

23

26

27

場　所

宮 崎 市

宮 崎 市

熊 本 市

延岡・日向市

県 庁

役 場

宮 崎 市

中 公

役 場

役 場

〃

仙台市・東京都

役 場

〃

〃

役 場

綾 町

椎 葉 村

日 向 市

大 分 市

熊 本 市

8

9

10

議会傍聴して
　　　　　　みませんか？

　次回の定例会は1２月８日（金）
開会予定です。
心よりお待ちしています。
お問い合わせ：議会事務局

TEL ６５－１１３０　

編 後集 記
　山粧う秋、十月に入り朝夕ようやく秋の気配が感じられたもの
の、長雨続きで爽やかな秋空が恋しい今日この頃。
　今年、最後の議会だよりが皆様の手元に届く頃には、爽やかな
秋空を期待したいものです。これからも読みやすい広報紙づくり
に努めてまいりますので、引き続きご愛読をよろしくお願いいた
します。

（編集委員）田原尚美　堀　英博　岩本國和　山本利夫

議会傍聴して
　　　　　　みませんか？

　次回の定例会は1２月８日（金）
開会予定です。
心よりお待ちしています。
お問い合わせ：議会事務局

TEL ６５－１１３０　

議会傍聴して
　　　　　　みませんか？

　次回の定例会は６月中旬開会

予定です。

　心よりお待ちしています。

お問い合わせ：議会事務局

TEL ６５－１１３０　

行事名月 日 場　所

日向東臼杵広域連合議会

(仮称）佐土の谷1号トンネル貫通式

幹部議員研修会

五月会研修会

議長全国大会・郡議長会政務調査（〜23日）

日向市・東臼杵郡議長連絡会議員研修会

広報研修会

町村議会議長会役員監事合同会

議会運営委員会

議会全員協議会

東臼杵郡町村議長会臨時総会

第4回定例議会本会議

県道2路線整備促進要望活動

県市町村事務組合議会臨時会

5

15

19

21

26

27

29

30

7

12

20

日 向 市

諸 塚 村

宮 崎 市

諸 塚 村

東京都・岐阜県

日 向 市

宮 崎 市

川 南 町

役 場

役 場

日 向 市

議 場

日 向 市

宮 崎 市

11

12

トンネル貫通式郡議長会政務調査

随　

想

随　

想

「
地
球
温
暖
化
」

山
本　

利
夫

　

謹
ん
で
新
春
の
お
慶
び
を
申
し
あ
げ
ま
す
�

　

本
年
も
諸
塚
村
の
ご
発
展
と
村
民
の
皆
様
の

ご
健
勝
�
ご
多
幸
を
お
祈
り
申
し
あ
げ
ま
す
�

　

今
回
は
地
球
温
暖
化
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま

し
た
�
中
で
も
身
近
な
影
響
と
し
て
�
異
常
気

象
が
あ
り
ま
す
�
近
年
は
記
録
的
な
猛
暑
や
豪

雨
が
日
本
列
島
を
襲
�
て
い
ま
す
�
ま
た
台
風

も
巨
大
化
の
傾
向
に
あ
る
よ
う
で
す
�
さ
ら
に

動
植
物
の
生
息
域
も
だ
ん
だ
ん
と
高
緯
度
化
し

て
い
ま
す
�
こ
の
よ
う
に
地
球
全
体
の
気
候
や

生
態
系
に
大
き
く
影
響
し
て
い
ま
す
�

　

こ
れ
ら
の
要
因
は
�
太
陽
か
ら
の
熱
を
温
室

効
果
ガ
ス
が
調
整
し
て
く
れ
て
い
ま
す
が
�
こ

の
ガ
ス
が
多
く
な
る
と
熱
の
調
整
が
で
き
な
く

な
り
�
地
球
温
暖
化
が
起
き
る
の
で
す
�
温
室

効
果
ガ
ス
の
中
で
も
二
酸
化
炭
素
が
一
番
多
い

の
で
す
が
�
削
減
す
る
身
近
な
方
法
と
し
て
は

1
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
�
の
導
入(

太
陽
光
発

電
�
太
陽
熱
温
水
器)

2
家
庭
で
の
電
気
の
無
駄
遣
い
を
な
く
す
�
ま

た
�
自
家
用
自
動
車
の
使
用
を
控
え
る
�

　

な
ど
�
多
く
あ
る
よ
う
で
す
�
し
か
し
二
酸

化
炭
素
は
�
石
油
や
石
炭
�
天
然
ガ
ス
な
ど
を
燃

や
す
こ
と
で
多
く
発
生
し
て
い
ま
す
の
で
�
世

界
の
国
々
が
協
力
し
な
い
と
効
果
は
上
が
り
ま

せ
ん
�
京
都
議
定
書
や
パ
リ
協
定
と
い
う
の
は

よ
く
聞
き
ま
す
が
�
多
く
の
国
や
地
域
が
あ
り
�

ま
た
先
進
国
や
発
展
途
上
国
も
あ
り
ま
す
の
で
�

思
惑
の
違
い
や
意
見
の
違
い
が
あ
り
�
ま
と
ま

�
て
い
ま
せ
ん
�

　

世
界
の
国
々
が
�
地
球
の
安
定
の
た
め
私
利

私
欲
を
無
く
し
�
相
手
を
思
い
や
る
気
持
ち
を

持
ち
な
が
ら
話
し
合
い
�
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

日
が
早
く
来
る
こ
と
を
願
い
た
い
も
の
で
す
�

議会傍聴して
　　　　　　みませんか？

　次回の定例会は３月６日（水）
開会予定です。
心よりお待ちしています。
お問い合わせ：議会事務局

TEL ６５－１１３０　

第 161号令和 元年５月

随　

想

随　

想

「
平
成
最
後
の
卒
業
式
」

若
本　

幸
徳

　

3
月
定
例
議
会
も
終
わ
り
�
諸
塚
の
山
々
に
桜

が
咲
き
始
め
た
こ
ろ
に
村
内
各
学
校
の
卒
業
式
が

行
わ
れ
た
�

　

そ
の
中
で
�
諸
塚
小
学
校
の
卒
業
生
は
6
名
で

あ
�
た
�
諸
先
生
�
保
護
者
�
来
賓
に
見
守
ら
れ
�

在
校
生
か
ら
の
感
謝
の
言
葉
や
歌
�
卒
業
生
は
母

校
や
在
校
生
と
の
別
れ
�
親
へ
の
感
謝
�
故
郷
へ

の
思
い
等
感
動
と
涙
の
卒
業
式
で
あ
�
た
�
保
護

者
の
中
に
は
�
都
会
の
学
校
行
事
を
経
験
さ
れ
て

い
る
方
も
い
て
�
大
き
い
学
校
で
は
味
わ
う
こ
と

の
で
き
な
い
�
温
か
い
雰
囲
気
の
卒
業
式
に
本
村

独
自
の
教
育
環
境
の
素
晴
ら
し
さ
を
感
じ
た
と
話

さ
れ
て
い
た
�

　

子
ど
も
た
ち
が
こ
の
卒
業
式
や
子
ど
も
議
会
で

の
将
来
の
夢
を
語
る
中
に
は
�
常
に
諸
塚
を
想
う

熱
い
心
が
伝
わ
�
て
く
る
�
そ
の
想
い
の
中
�
人

口
減
少
の
現
実
を
子
ど
も
の
目
で
真
剣
に
捉
え
自

分
な
り
に
考
え
て
い
る
よ
う
に
思
う
�
今
年
の
諸

塚
中
学
校
卒
業
式
で
は
15
人
の
生
徒
の
皆
さ
ん
が

卒
業
さ
れ
て
�
希
望
を
胸
に
そ
れ
ぞ
れ
の
高
校
へ

進
学
さ
れ
ま
し
た
�

　

お
祝
い
の
心
と
と
も
に
�
一
人
で
も
多
く
本
村

を
担
う
人
に
育
�
て
ほ
し
い
と
願
う
�
想
い
出
深

い
平
成
最
後
の
小
中
学
校
卒
業
式
で
し
た
�

　元号が平成から令和に変わりました。
”令和“には、人々が美しく心を寄せ合い新しい文化が生まれると
いう想いが込められているようです。この優しい言葉の響きとと
もに希望に満ちた平和な時代となるよう祈りたいものです。
　元号とともに諸塚村議会も新体制となり編集委員会の構成も変
わります。平成最後の4年間、4名の編集委員で議会だよりを作成
してきましたが、これで最後となりました。
　これまでご愛読いただいた多くの皆様に心から感謝いたします。

（編集委員）田原尚美・堀英博・岩本國和・山本利夫

永年の功績を顕彰
第1回定例議会初日、議場において3名の方に表彰伝達が行われました。

中田  政雄 議員
◆宮崎県町村議会議長会
　議員として12年以上在職

梅田  義輝  議員
◆宮崎県町村議会議長会
　議員として20年以上在職

若本  幸徳  議員
◆全国町村議会議長会
　特別表彰
◆宮崎県町村議会議長会
　正・副議長として6年以上在職
◆宮崎県町村議会議長会
　議員として12年以上在職




